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小学生はエネルギー教育として苗木
をお世話したり、森林保全を学ぶ

ペレットの灰を肥料に家庭菜園

廃蒸気を利用した乾燥室では
冬でも洗濯物がよく乾く！

契約森林で採れた間伐材ペレット
がボイラーの燃料になる

銭湯コミュニティが蘇る

銭湯を介してエネルギー
教育が行われる

周辺の福祉施設利用者が
温浴ケアに訪れる

小学校帰りに宿題をしたり、足湯や
銭湯に入ったりしてお迎えを待つ

セントラルヒーティングの温水配管によって

階段室は温かなたまり場になる

住戸に共用部を持つ暮らし

時に学習塾として開くことも

銭湯は地域に馴染むきっかけとなる

間伐材のストックヤードを
地域で自由に使える
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” 番頭” として働く
受付 /掃除 / 燃料など 無料で入浴

電気・暖房代低減

入浴料 (￥)

￥約 70,000-
円 / 年

温浴ケア
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エネルギー教育
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いいづなお山の発電所

森林

4ha/ 年

借用

森林里親契約

地域住民
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必要ペレット

年間ペレット

ペレットのための間伐面積
間伐本数

H29 長野県の
ペレット生産量
と比較すると
60％に値する

350kg/h

＝
＝

必要森林 ＊間伐した材を
ペレット化

間伐材のペレット燃料 3066t/ 年

長野市
森林組合

＊「森林里親契約」とは平成 15 年より長野市で行わ
れている企業と地域の交流を目指した新しいかたち
の森林づくりの仕組みである。
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01 長野県長野市の抱えるリノベ格差問題
長野市のリノベ格差が解消するため、新たに「第３リノベ
世代」として長野の貴重な森林資源とリンクした賃貸住宅
を郊外団地の改修を通して提案する。

02-1  本郷団地 ( 築 48 年 ) の持つポテンシャル 02-2  多様な周辺要素に囲まれる本郷団地
02 旧電電公社  本郷団地の分析

2F平面図

配置兼 1F 平面図 (S=1/300)

3F 平面図

05 設計提案04 ダイアグラム

～森林とリンクする賃貸住宅～

銭湯のあるまち

03 団地×銭湯／運営・森林保全・コミュニティのサイクル

B棟長手断面図 (S=1/200)

銭湯エントランス
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■人の流れ

小学生
地域住民

福祉施設利用者

■エネルギーの流れ
温水の流れ
燃料の流れ
排煙の流れ
蒸気の流れ
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利用者

燃料

地域住民

排煙

蒸気

温水

排煙

蒸気

廃蒸気を利用し衣服を乾燥

燃料の灰は肥料に、苗木を育てる
ことで森林を再生する

間伐材のペレット燃料でボイラーを動かし、
得られる温水を住棟全体に巡らせることで
セントラルヒーティングを行う

周辺の福祉施設利用者は温浴ケ
アに訪れ、子どもや団地住民と
の交流を楽しむ

温かな共用部周辺には住民の生
活が溢れ出す

3 階のスラブをはつり吹き抜け
にした開放的な浴場

賃貸

対象敷地
戸建住宅
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廃業した銭湯
現在の銭湯

対象団地善光寺

長野駅

壁式構造によるスケルトン
⇨空間・設備の可変性

室内にRCの壁や
梁が露出

木軸を撤去すると南面の部屋
がひと続きになり開放的

住戸空間
B棟 101 室 

住戸空間
C棟 101 室 

既存の木軸壁・建具類は
耐力壁でないので撤去可能

C棟は閉じた北面、
開いた南面に性格付できる

敷地
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駅遠？
築古？
EV無？

良好な立地で
資産価値を保つ

資産価値の低い
物件の残留

駅近？

新耐震後？
築浅？

門前の魅力

“本郷団地”

長野市における郊外団地と森林の分布

不動産価値 による中古物件の流通

の活かし方

例えば郊外団地既存価値 の再発見…

＝ ＝
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入居者 不動産
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ブランド

中心市街地
商業中心で

新陳代謝が速い ＝
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リノベ
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長野市三輪 4 丁目に位置するこ
の団地は、かつて電電公社（現
NTT）の社宅として造られた。
築 48 年を迎え減価償却済となっ
たが壁式 RC 造の躯体は未だに
現役である。

広い住棟間隔(D/H≒2)
⇨中庭の充実

多方向に
開口をもつ
⇨快適な住環境

階段室型
⇨３方向に開口をもつ

D

H

床板

軸組み

開口の向き
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階段室
蘇る銭湯コミュニティ

＊既設の普通公衆浴場と
当該設置しようとする普
通公衆浴場との最短直線
距離が350メートル以上
有するもの

長野市条例による浴
場間の最短距離 (＊

B棟

善光寺

長野駅

3. 温水配管を通し共用部を形成

縦ヴォイドに温水配管の動線を設け、
各住戸へ供給しながら階段室周りに暖
かな共用部を形成する

暖かな共用部
温水配管

1. 銭湯のボリュームを挿入

2 棟にまたがり新たな” ゲート” になる
よう銭湯のボリュームを挿入する

2. 階段室とバルコニーを接続

階段室に縦と横のヴォイドを通すこと
でバルコニーと接続し、各住戸から銭
湯への動線を確保する

住棟の一部を改造し、別棟だった 2 棟をつなげるように銭湯を挿入する。銭湯は住戸ごとに浴室を改修するよりも効率が良く、地域
に開かれることでコミュニティーを再編に貢献する。運営にあたっては「森林里親契約」を活用することで長野県の森林資源問題の
長期的解決に寄与する。

２棟の間に銭湯ヴォリュームを挿入することで、耐震性を高めるとともに新たなファサードを形成する。また、
銭湯の廃熱を利用した温水を共用廊下、共用縦ヴォイドにまわし、温かい共用空間を設ける。団地の内外で様々
なコミュニケーションが可能となる。

女湯

男湯

C棟

＜コンセプト＞
長野市の善光寺門前では「門前ブランド」を利用したリノベーションが盛んに行われている。
一方、門前から外れたエリアは新たな価値の発掘がなされない限り、リノベ格差が解消さ
れない。そこで新たに「第３リノベ世代」として長野の貴重な森林資源とリンクした賃貸
住宅を郊外団地の改修を通して提案する【01】

＜提案内容＞
・『小規模郊外型団地改修のロールモデルへ』…対象団地は現行耐震基準に合わないが、そ
のポテンシャルから多様な改修が可能であり、プログラムと耐震改修の合体を目指す【02-1】
・『銭湯によるコミュニティ再編』…地域文化の銭湯と対象団地付近の施設連携によって災
害時などに有効なコミュニティの再編および災害拠点としての可能性を引き出す【02-2】
・『森林資源とリンク』…「森林里親制度」を利用し、銭湯のエネルギー源を確保する。同
時に団地住民が能動的に銭湯に関わることで “エネルギー循環の見える化” を目指す【03】


